
建
築
科
教
室
は
美
術
学
部
本
館
の
王
朝
風
の
玄
関
の
あ
っ
た
建
物
の
右
脇

の
隅
で
正
門
か
ら
梅
林
が
ず
っ
と
続
く
奥
に
あ
り
小
人
数
に
ふ
さ
わ
し
い
煉

瓦
造
の
よ
い
建
物
で
あ
っ
た
が
今
は
な
い
。

主
任
教
授
は
岡
田
信
一
郎
先
生
で
す
、
体
も
思
う
に
ま
か
せ
ず
講
義
中
も

せ
き
込
む
事
が
多
く
痛
々
し
い
事
で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
大
正
期
に
お
い
て

名
作
を
幾
多
手
が
け
ら
れ
た
巨
匠
の
風
ぽ
う
は
衰
え
ず
、
そ
の
生
き
生
き
し

た
発
言
に
は
き
び
し
さ
が
あ
り
、
ま
れ
に
行
わ
れ
た
我
々
の
学
生
の
課
題
作

の
展
示
に
つ
い
て
批
評
を
伺
う
折
な
ど
短
い
言
葉
で
、
ま
た
シ
ン
ラ
ッ
な
形

容
で
急
所
を
つ
か
れ
た
例
は
忘
れ
る
事
が
出
来
な
い
。
関
野
貞
先
生
の
日
本

建
築
史
、
大
沢
三
之
助
先
生
の
西
洋
建
築
史
は
個
人
教
育
に
近
い
五
、
六
人

で
聴
講
し
た
が
、
今
か
ら
思
う
と
ゼ
イ
タ
ク
の
限
り
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
れ

ぞ
れ
熱
の
こ
も
っ
た
独
壇
場
は
き
く
人
数
な
ど
眼
中
に
な
い
お
人
柄
の
表
れ

で
あ
っ
た
。
美
術
部
、
工
芸
部
を
通
じ
て
の
合
同
講
義
も
美
校
の
特
色
の
一

〔崖

〕

〔

美

術

〕

つ
で
大
村
西
涯
先
生
の
東
洋
建
築
史
、
一
年
の
時
の
板
垣
鷹
穂
先
生
の
、
そ

し
て
二
年
三
年
の
矢
代
幸
雄
先
生
の
西
洋
美
術
史
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
境
地
に
没
入
さ
れ
て
い
る
方
々
の
力
と
美
し
さ
を
感
じ
と
る
事
が
出
来

た
。
構
造
の
森
井
先
生
の
講
義
は
と
う
と
う
身
に
つ
か
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

先
生
の
人
間
性
に
は
思
い
出
が
多
い
。
製
図
教
室
は
今
か
ら
思
え
ば
ゼ
イ
タ

ク
な
程
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
学
年
の
区
別
な
く
全
学
級
三
十
名
位
の
幾
人

か
が
自
由
に
出
入
し
仕
事
を
し
集
っ
て
い
た
。
初
学
年
頃
は
よ
く
コ

。ヒ
ー
が

あ
っ
た
が
ル
ネ
サ
ン
ス
の
採
色
な
ど
は
、
そ
の
時
は
い
や
で
も
身
に
つ
い
た

作
業
だ
っ
た
。
課
題
の
一
番
最
初
は
「
上
野
公
園
に
建
つ
交
番
」
の
デ
ザ
イ

ン
で
私
は
早
速
粘
土
と
取
り
組
む
事
か
ら
始
め
、
け
ず
っ
た
り
、
足
し
た
り

の
格
闘
を
し
た
。
以
後
噴
水
、
門
か
ら
小
住
宅
、
小
駅
舎
と
次
第
に
建
築
ら

職

員

③

職
員

一
覧

し
い
課
題
に
移
行
し
て
い
っ
た
。
実
技
習
得
の
側
面
と
し
て

一
年
の
間
は
石

膏
デ
ッ
サ
ン
、

二
年
か
ら
は
ず
っ
と
人
体
モ
デ
ル
に
よ
る
デ
ッ
サ
ン
（
時
に

油
彩
）
が
あ
り
、
午
前
中
講
義
の
合
問
に
自
由
に
建
築
科
専
用
の
絵
画
教
室

に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
モ
デ
ル
さ
ん
の
約
束
は
週
末
に
自
由
に
交
渉

し
た
。
絵
の
指
禅
は
長
原
孝
太
郎
先
生
で
、
時
折
油
絵
科
の
友
人
も
入
っ
て

来
て
一
緒
に
描
く
事
も
あ
っ
た
。
ま
た
塑
造
の
教
室
へ
行
っ
て
粘
土
を
こ
ね

物
の
形
を
つ
く
っ
た
。
五
年
間
の
学
生
生
活
（
と
言

っ
て
も
私
は
中
途
で
病

気
を
し
一
年
留
年
通
算
六
年
間
）
中
私
に
と
っ
て
特
に
よ
か
っ
た
事
は
三
年

と
四
年
の
二
回
の
春
休
み
を
利
用
し
た
京
都
を
中
心
と
し
て
近
畿
に
実
在
す

る
名
茶
室
の
実
測
（
室
内
）
と
そ
の
内
外
写
真
撮
影
を
や
っ
た
事
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
は
仲
間
四
、
五
人
と
企
画
し
学
校
か
ら
お
願
書
を
各
方
面
に
出
し

御
承
諾
を
得
た
上
で
実
行
し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
岡
田
先
生
に
特
に
非
常

な
御
援
助
御
配
慮
を
煩
わ
し
た
上
で
可
能
な
事
で
あ
っ
た
。〔
中
略
〕

何
も

判
ら
な
か
っ
た
我
々
に
も
こ
の

二
年
通
算
八
十
日
間
の
作
業
は
創
り
出
さ
れ

た
空
問
の
み
力
と
近
づ
く
事
の
無
限
の
深
さ
み
た
い
な
も
の
を
教
え
ら
れ

た
。
当
時
私
の
学
生
生
活
の
後
半
は
世
相
の
激
動
に
思
想
は
ゆ
れ
動
か
さ
れ

つ
つ
も
、
造
型
の
美
の
追
求
に
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
一
週
間
で
描
き
つ
ぶ
し

模
型
の
切
り
屑
で
う
ず
も
れ
た
日
常
で
あ
っ
た
が
昭
和
五
年
春
四
月
設
計
事

務
所
の
一
隅
へ
と
出
て
行
っ
た
。
そ
の
時
が
実
際
に
習
う
事
へ
の
ス
タ
ー
ト

で
あ
り
、
そ
れ
は
現
在
も
ま
だ
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
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塑

造

正

七

位

水

谷

鉄

也

西
洋
聾

正
七
位
動
六
等
小
林
萬
吾

木

彫

蒔
箱
、
漆
工
製
作
法

従
六
位

六
角
注
多
＿
艮

西
洋
霊

従
六
位
動
五
等
長
原
孝
太
郎

帝
國
美
術
院
會
員
正
五
位

西

洋

聾

帝

國

美

術

院

會

員

従

五

位

動

五

等

建
築
學
、
西
洋
建
築
史
、
建
築
製
圏

建
築
學
、
理
學
、
建
築
製
圏

琥 東 東 琥 東 琥 岐 琥 東 東
佳 紫止素
園京京水京水阜明京京

武
二

岡
田
信
一
郎

錨
造
、
錨
金
製
作
法

蒔
檜
、
漆
工
製
作
法

西
洋
綸
聾
史
、
英
語
（
在
外
研
究
中
）

彫
金
、
金
工
製
作
法

儒
操
、
東
洋
彫
刻
史

（
在
外
研
究
中
）

日
本
霊

帝
國
美
術
院
會
員
正
六
位
動
五
等
結
城
貞
松

従
五
位

森

井

健

介

従
五
位

沼
田
勇
次
郎

＇
東

靭

音

東

京
東

京
琥
玉
堂

鹿
兒
島

東

京

藤
島

助

教

授

闘
案
、
箱
甕
、
用
器
霊
法

日
本
書
一

陸
軍
歩
兵
少
尉
正
八
位

開
野
金
太
郎

田

邊

孝

次

海
野

森
田
編
之
助清

堀

井

政

吉

動
八
等
坂
口

腔

従
七
位
動
六
等
千
頭
庸
哉

川
合
芳
―
―
一
郎

山
口

陸
軍
歩
兵
少
佐

従
六
位
動
六
等

造

日
本
畳

小
堀

罷

操

数

官

塑 建
築
學

神
戸
高
等
工
業
學
校
教
授

正

五

位

動

四

等

（兼）

従
五
位
動
五
等

京

日
本
聾

平

田

榮

古

宇

田

賀

従
七
位
動
六
等
石
田
英

西
洋
霊

〔洋
〕

東
京
美
術
史
東
洋
箱
盟
史

東

洋

彫

刻

史

考

古

學

自
在
盟
、
数
授
練
習
、
英
語

数
育
學
及
数
授
法

園
案
、
箱
甕
、

島

田

佳

牟

東琥 東長
景

京州京崎

正

七

位

矢

代

幸

雄

神

奈

川

白

濱

徴

朝

倉

文

夫

北
村

西
望

西
洋
聾

授帝
國
美
術
院
會
員
、
帝
室
技
藝
員

正

四

位

勁

―

―

―

等

兼
東
京
商
科
大
學
豫
科
赦
授

帝
國
美
術
院
幹
事
従
四
位
動
四
等

帝
國
美
術
院
會
員
正
五
位
動
四
等

帝
國
美
術
院
會
員
正
五
位
動
四
等

圏

案

法

正
五
位
動
四
等

正
五
位
動
四
等

正
五
位
動
四
等

帝
國
美
術
院
會
員
正
五
位
動
四
等

琥誹東
聖奈
雲川 京

東東琥富琥東東
正 晃

京文山南京京京

新

褐

帝
國
美
術
院
會
員
正
七
位

帝
國
美
術
院
會
員
正
七
位

従
四
位
伯
爵

大

村

西

崖

静

岡

和
田

岡
田
三
郎
助

英
作

東東

琥東佐
松
堂 京 賀

京

綸
甕
及
圏
案

塑

造

塑

造

西
洋
美
術
史
、
西
洋
箱
霊
史
、

西
洋
彫
刻
史
、

鍛

金

正

七

位

渡

邊

啓

京

正

七

位

森

芳

太

郎

解
剖
學
、
西
洋
聾

久
米
桂
一
郎

物
理
學
、
エ
藝
化
學
、
窟
侃
術

佐

賀

塑

造

木
彫
、
塑
造

彫
金
、
金
工
製
作
法

長

崎

正
七
位

大
島
勝
次
郎

建
畠
蒲
一
郎

数

高

村

光

雲

東

京

正

七

位

清

水

編

蔵

錆
造
（
在
外
研
究
中
）

正
七
位
動
六
等
津
田

信
夫

學

校

長

帝
國
美
術
院
幹
事
従
三
位
動
―
―
等
正
木
直
彦

．
東

京

蛾

型
日
本
壷

正
七
位

正
七
位

松
岡

輝

夫

大琥東大琥和 廣琥千琥東琥千
香 大歌大 如 映
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工
藝
製
作
法

工
藝
製
作
法

窟
員
質
習

錨

造

陸

軍

歩

兵

大

尉

従
四
位
動
四
等
工
學
博
士

建
築
製
岡
、
建
築
装
飾
法

西
洋
建
築
史

大
澤
三
之
助

精

東

京

高
橋

今

和

次

郎

齋

藤

佳

蔵

久

米

幅

衛

杉
田

長

野

徳秋東

島

濱

野

太

吉

田

岩
崎

小
幡

千

葉

貞

造

東

京 山

ロ

京

京

風
俗
史

帝
室
博
物
館
鑑
査
官

正
六
位
動
六
等
文
學
博
士

健
自

宮琥神山
松奈

城華川 ロ

道術

剣

術
数
務
掛
並
彫
刻
科
兼
勤

赦
務
掛
並
西
洋
霊
科
兼
勤

赦

務

掛

陸

軍

歩

兵

大

尉

正

七

位

動

五

等

骰
操
兼
数
務
掛
陸
軍
歩
兵
少
尉
正
八
位
動
七
等

學
校
整
（
嘱
託
）

正
八
位

東東

京

習

字

閤
操
、
遠
近
法

数
務
掛
主
任
兼
庶
務
掛

蒔
箱
、
漆
工
史

正
八
位

辻
村
延
太
郎

茨

城

陸
軍
歩
兵
大
尉
正
七
位
動
五
等
鈴
川

信

弓

岡

田

起

作

京琥東東
秀

都員京京

柔

井
上
縫
太
郎

本

多

利

時

橋

本

統

陽

中
川
萬
次
郎

岡

四

郎

巖

東東

京 京

佛

語
金
工
史

合

田

洞

香
取
秀
治
郎

嘱

寓
員
製
版
術

東

京

高

等

工

藝

學

校

激

授

伊

東

亮

次

東

京

従

六

位

動

ナ

等

託
（
啜
託
順
）

鍛寓
員
質
習

講

師
（
啜
託
順
）

英

語

金

建
築
製
圏
、
用
器
聾
法

自
在
霊
、
手
エ
、
用
器
聾
法

日

本

霊

陸

軍

歩

兵

少

尉

正

八

位

動

六

等

自
在
畳
、
手
エ

武
彦

松

田

義

之

篠
田
十
一
郎

中
野
繁
次
郎

野

口

六

三

畑

保

之

東東

京 京

長 琥 岐 愛 東 東 琥 東
柏 青

崎 邦 阜 知 京 京 堂 京

考
古
學

寓
員
賀
習

漆
工
宜
習

東
京
工
業
試
瞼
所
技
手

東
京
高
等
工
藝
學
校
数
授

従

五

位

動

六

等

正
四
位
動
―
―
一
等

今
泉

伊
藤

澤
口

藤
井

昭

京

悟 雄
作

龍
吉

宮東東

都城 京 京

鎌
田
禰
壽
治

徳

武

京

島都

水
谷

京

西
洋
霊

田
邊

至

赦
育
學
、
修
身

工
藝
製
作
法

圏
案
賀
習

窟
憶
術

東
京
帝
國
大
學
文
學
部
諧
師

上
村

鈴
木

森
田

日
本
霊

小

泉

勝

爾

東
京
博
物
館
學
藝
官
従
六
位

化
學
、

蒔
給
、
調
漆

麓
操
、
彫
刻
、

数
務
掛
兼
務

村
田

中
田

陸
軍
歩
兵
中
尉
正
八
位
勁
六
等
和
田
季
雄

東琥岩静

素
京光手岡

建
築
學

西
洋
美
術
史
、
西
洋
彫
刻
史
（
休
講
中
）

英
語
、
美
學
、
色
彩
學

手

エ

北
村

板
垣

耕
造

鷹
穂

良
策

俊
造

幅
幸清

東熊富栃

本 山 木

東

京

従

七

位

小

岩

峻

京

都

化
學
質
験
、

工
藝
化
學

長
口

宮
吉

東
洋
建
築
史

東

京

帯

國

大

學

教

授

従
四
位
動
―
―
一
等
工
學
博
士

宮
内
技
師
正
五
位

闊

野

貞

新

潟
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會
計
掛

文
庫
掛

庶
務
掛
兼
赦
務
掛

會
計
掛

會
計
掛

金
工
科
勤
務

文
庫
掛

赦
務
掛

會
計
掛

監

視

文
庫
掛

雁

會
計
主
任

會
計
掛

数
務
掛
兼
庶
務
掛

文
庫
掛
主
任

庶
務
掛
主
任

庶
務
掛

動
八
等

陸
軍
歩
兵
少
尉
正
八
位

帝
國
美
術
院
書
記

谷
本
千
代
雄

富
田
族
治
郎

古
宇
田
正
雄

渡
部
千
次
郎

佐
藤

ツ
Iレ

新 東

潟 京

茨

城

奈

一艮

山

形

佐
藤

宮
坂
福
太
郎

京

重
吉

東東東東

京

金

田

春

吉

京

勁

八

等

木

村

周

吉

京

青
山

正

治

東

京

近
年
支
那
國
二
於
ケ
ル
六
朝
盛
唐
ノ
遺
蹟
ハ
西
人
二
痰
見
セ
ラ
レ
獨
逸
閲
ノ

「
ル
コ
ッ
ク
」
氏
「
グ
ル
ン
ウ
エ

ー
デ
ル
」
氏
ハ
庫
車
ョ
リ
佛
國
ノ
「
ペ
リ

オ
」
氏
「
シ
ャ

。ハ
ン
ヌ
」
氏
及
英
國
ノ
「
ス
タ
イ
ン
」
氏
ハ
徽
燒
ョ
リ
稜
見

シ
ク
ル
齋
、
壁
甕
、
佛
像
其
他
ノ
盟
図
ハ
宜
二
莫
大
ノ
敷
二
上
リ
タ
ル
モ
悉

ク
各
自
ノ
本
國
二
齋
蹄
シ
現
二
各
國
ノ
博
物
館
二
蔵
シ
テ
専
門
家
ノ
研
究
ニ

供
セ
リ
是
等
ノ
箱
霊
ハ
六
朝
盛
唐
ノ
時
二
方
リ
テ
東
西
文
明
ノ
互
二
接
燭

セ
ル
地
黙
二
於
テ
焚
達
シ
タ
ル
藝
術
ニ
シ
テ
宜
二
氣
象
雄
大
渾
厚
ヲ
極
メ
タ

ル
モ
ノ
ナ
リ
斯
ノ
如
キ
綸
聾
ノ
研
究
ハ
臆
テ
将
来
ノ
箱
證
ノ
傾
向
ヲ
研
究

ス
ル
ニ
屈
党
ノ
資
料
タ
ル
ベ
キ
ヲ
信
ス

我
校
日
本
聾
科
二
於
テ
モ
将
来
ノ
日
本
甕
ヵ
如
何
ナ
ル
方
向
二
進
展
ス
ベ

利
部

房

太

郎

静

岡

箇
崎

増
井

北
浦

芹
澤

宮
本

門閑

茨

城城

大
介

茨奈

＿艮

動
七
等

東

京

正
七
位
動
七
等

従
七
位
動
八
等

足
立
芳
五
郎

謙
齋

兼
吉

秋東

田

漆
工
科
勤
務

漆
工
科
勤
務

美
術
史
研
究
室
勤
務コし1-

＝ーロ

書

京

重
人

山
崎
覺
太
郎

鎌
倉
芳
太
郎

香

川

第 2章

高
野

日
本
聾
科
勤
務

素
明
は
一
年
間
の
滞
在
を
予
定
し
て
い
た
が
、
私
費
延
長
し
て
大
正
十
四
年

三
月
四
日
に
帰
国
す
る
。
留
学
の
研
究
目
標
は
ロ
ン
ド
ン

、
ベ
ル
リ
ソ

、
パ
リ

の
博
物
館
が
収
蔵
す
る
敦
煽
お
よ
び
西
域
の
壁
画
を
模
写
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
在
外
研
究
員
派
遣
の
「
上
申
書
」
（
大
正
十
二
年
二
月

十
二
日
発
送
。「
従
明
治
四
十
四
年
至
大
正
十
四
年
、
留
学
生

・
錬
習
生
二
関
ス
ル
書

類
、
庶
務
掛
」）
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

助

手

山
田

廉

富 熊琥埼
不

本鳴玉山

結
城
素
明
の
在
外
研
究

大
正
十
二
年
四
月
十
八
日
、
日
本
画
科
教
授

・
理
事
結
城
素
明
は
文
部
省
よ

り
「
支
那
箱
聾
研
究
ノ
為
満
一
年
間
英
吉
利
國
佛
閾
西
図
及
濁
逸
國
へ
在
留
」

を
命
ぜ
ら
れ
、
同
年
五
月
十
日
に
出
発
し
た
。
日
本
画
科
教
官
の
国
費
留
学
は

下
村
観
山
に
次
い
で
素
明
が
二
人
目
で
あ
っ
た
。

④
 

制度確立期

(
『
東
京
美
術
学
校
一
覧
醒
点
彗
平
五
』
よ
り
転
載
）
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